
r.: 

「
社
会
総
が
か
り
で
教
育
再
生
を」

と
屈
し、

教育再生へ
の
国
民
的
書

画
と
改
革
の
具
体的
実
践
を
強
く
求

め
て
い
る。

、

最
終
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
は、
「
は

じ
め
に」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に、
「
特
に、
最
近
の
社
会
状
況
に

魁vo、

学校教育
に
お
け
る
徳
育
の

充
実
が
不
可
欠
で
す。
さ
ら
に、

『
知』
の
大
競
争
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に

進
む
時
代
に
あっ
て、
今、
直
ち
に

教
育
を
抜
本
的
に
改
革
し
な
け
れ

ば、
日
本
は
こ
の
厳
し
い
国
際
競
争

か
ら
取
り
残
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す」
と
い
う
全
民一
致
の
認
識
で
あ

一
人ひとりが危機意識を

金B盛田

安
倍
政
権
下
の一
昨
年
間
月、
閣

議
決
定
に
よっ
て
発
足
し、
昨
年
同

月
に
福
田
内
閣
に
引
き
継
が
れ
た
教

育
再
生
会
議
は
昨
日、
最
終
報
告
を

福
田
首
相
に
提
出
し
て
当
面
の
任
務

を
終
え
た。

発
足
当
初
は、
い
じ
め
問
題
が
深

刻
だっ
た
の
で、
相
次
い
で
緊
急
ア

ピ
ー
ル
や
緊
急
提
言
を
行っ
た
が、

す
で
に
第一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
の

詳
細な
報
告
を
終
え
て
い
る
開
会
議

と
し
て
は、
今
回
の
最
終
報
告
で
は
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り、
わ
が
国
の
教
育
の
在
り
方に
た

い
す
る
危
機
感
だ
と
いっ
て
よ
か
ろ

vつ。ぜ
ひ
多
く
の
国
民
の
皆
様
に
も、

こ
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
い
た

だ
き、
国
民一
人
ひ
と
り
が

当事者

意
識
を
もっ
て
ほ
し
い、
と
開
会
議

有識者委
員
の一
人
と
し
て
お
願
い

し
た
い。

教
育
再
生
会
議
に
関
し
て
は、
マ

ス
メ
ディ
ア
な
ど
で
の
様々
な
論
評

や
意
見
が
あっ
た
が、
国
民
の
誰
も

が
そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
もっ
て
い
る

教
育
論
議
を、
一
つ
の
大
き
な
方
向

「
教
育
改
革」
は
ど
こ
へ

に
集
約
で
き
た
と
私
は
考
え
て
い

る。私
自
身、
同
会
議
運
営
委
員
と
し

て
も
積
極
的
に
容
加
し
た
つ
も
り
で

あ
る
が、
総
会
や
分
科
会
だ
け
で
も

ω
回
も
の
会
合
を
こ
の
1
年
4
カ
月

の
聞
に
冠
ね、
当
面
す
る
ほ
ぼ
すべ

て
の
教
育
問
題
を
扱っ
た
と
思っ
て

い
る。幼

児
教
育
重
視
も
盛
り
込
む

私
自
身
が
主
に
か
か
わっ
た
問
題

と
し
て
は、
当
然、
大
学・
大
学
院

の
問
題
が
あ
る
が、
野
依
良
治
座
長

を
チ
1
フ
と
す
る
つフ
ロ
ヲェ
ク
ト

を社会総がかりで「徳育」
X」
の
討
論も
経
て、
最
終
報告
で

は、
大
学
の
「
教
育
の
質」
の
向

上、
卒
業
認
定
の
厳
格
化、

教義
教

育
の
重
視、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シッ

プ
に
よ
る
「
学
部
の
き
の
打破、

教
員
の
国
際
公
募
と
国
内
外
か
ら
の

優秀
な
学生
の
獲
得
に
よ
る
世
界
ト

ッ
プ
レベ
ル
の
大
学
院
の
形
成
と、

一
方
に
お
け
る
大
学
の
「
定
員
縮

減」
や
「
再
編
統
合」
の
推
進
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
る。

国際教養大学
理事長・学長

中嶋 嶺雄

「
英
語
教
育
の
抜
本
的
改
革
を
実

施
す
る
た
め、
小
学
校
か
ら
英
語
教

膏
の
指
導
を
可
能
と
し、
中
学
校・

高
校・
大
学
の
英
語
教
育
の
抜
本
的

充
実
を
図
る」
と
の
最
終
報
告
で
の

強
い
要
諦
も、
グ
ロ
ーバ
ル
化
の
今

日
の
時
代
の
学
力
向
上
の一
部
と
し

て、
緊
急
性
を
要
す
る
き
わ
め
て
適

切
な
提
言
だ
と
言っ
て
よ
い。

私
が
注
目
し
た
施
策
の一
つ
と
し

�
言問iF 

て、
こ
れ
ま
で
は
学
校
教
育
の
坪
外

に
放
置
さ
れ
て
き
た
「
幼
児
教
育
の

重
視」
が
「
小
中
学
校
で
の
芸
術
文

化
活
動へ
の
執ω
心
な
取
り
組
み」
と

と
も
に
誕
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
も
大

き
い。福

田
首
相
の
実
行
力
に
期
待

最
後
に
教
育
再
生
会
議
は、
す
で

に
見
た
よ
う
に、
「
徳
育」
の
重

視、
具
体的
に
は
そ
の
「
教
科
化」

を
強
く
要
罰
し
て
き
た
こ
と
を
特
に

強
調
し
て
お
き
た
い。

こ
の
点
は
す
で
に
第
三
次
報
告

（
昨
年
ロ
月
お
日）
に
お
い
て、

「
徳
育
を
『
教
科』
と
し、
感
動
を

与
え
る
教
科
替
を
作
る」
と
し
て、

「
徳
育
を
『
新
た
な
枠
組
み』
に
よ

り
教
科
化
し、
年
聞
を
通
じ
て
計
画

的
に
指
導
す
る。
偉
人
伝、
古
典、

物
語、
芸
術・
文
化
な
ど
を
活
用
し

感
動
を
与
え
る
多
様
な
教
科
岱
を
作

る。
新
し
い
教
育
基
本
法
の
下
で、

社
会
総
が
か
り
で、
徳
育
の
充
実
に

取
り
組
む」
と
提
言
し
て
い
た。

量
る
叩
月
幻
自
の
福
田
政
柚
下
で

の
最
初
の
総
会
後
の
記
者
会
見
で

は、
演
劇
家
と
し
て
「
感
動
を
与
え

る」

徳育
の
あ
り
方
に
言
及
し
て
き

た
委
員
の
浅
利
鹿
太
氏
と
私
と
が、

わ
ざ
わ
ざ
記
者
会
見
で
循
育
に
つ
い

て
の
提
言
内
容
に
詳
し
く
触
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず、
徳
育嫌
い

き

の
マ
ス
メ
ディ
ア
は
まっ
た
く
報
じ

な
かっ
た。

戸

今
回
の
最

終建国
で
は、

道徳
意

識
の
低
下
や
親
殺
し、

子殺
し
と
い

っ
た
「
最
近
の
社
会
状
況
に
鑑
み」

と
し
て、

徳育
が
学
校
教
育
に
お
い

て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え

て
い
る。

文
部
科
学
告
を
は
じ
め
と
す
る
文

教
関
係
者
に
は、
戦
後
日
本
の
教育

の
枠
組
み
を
規
定
し
て
き
た

整塁

本
法
が一
昨
年
ロ
月
に
印
年
ぷ
b
に

改
訂
さ
れ
た
現
実
を
踏
ま
え
て、
こ

の
間
題
に
つ
い
て
の
再
考
を
ぜ
ひ
要

拐
し
た
い
も
の
で
あ
る。

最
後
に、
去
る
1
月
刊
日
の
施
政

方
針
演
説
で
「
教
育
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す」
と
詳
し
く
方

針
を
提
示
さ
れ
た
福
田
首
相
に
ほ、

今
回
の
最
終
報
告
が
「
教
育
高
廷
の

実
効
性
の
担
保
の
た
め
に」
と
い
う

副
題
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を

重
視
さ
れ、
率
先
し
て
実
行
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い。

（
な
か
巳
ま

2008.2.l 

み
ね
お）

再
生
会
議
の
最
終
報
告
が
訴
え
た
こ
と

，→ 
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